
狭山市助役に濵
はま

野
の

良一氏が就任

　第1回狭山市議会定例会で同意を得て、4月1日付
けで狭山市助役に濵野良一氏が就
任しました。濵野氏は昭和50年に
狭山市職員となり、都市事業部長、
議会事務局長、総合政策部長など
を歴任しています。

問合せ職員課へ内線3510

4役の期末手当を減額

　市では、厳しい財政状況の中、さまざまな行財
政改革に取り組んでいますが、このほど、市長をは
じめとする4役の期末手当を減額することとなり
ました。期間は4月から5年間とし、市長は50％、助
役、収入役、教育長はそれぞれ30％の減額を行い
ます。これにより、1年間で6,227,760円の削減を
図ります。 問合せ職員課へ内線3510

生き生きと暮らせるまちを目指して
　「狭山市生涯学習基本計画」を策定

　市では、「第3次狭山市生涯学習基本計画」を策定
しました。この計画は、市民の皆さんと共に生涯学
習を進めるための考え方や施策を表すものです。
計画の内容をまとめた冊子は、5月から社会教育課
や公民館でご覧になれます。

問合せ社会教育課へ内線5673

第3期高齢者保健福祉計画
介護保険事業計画を策定

　市では、「介護予防」施策などの充実を目指し、平
成18年度から3年間を計画期間とする「第3期高齢
者保健福祉計画・介護保険事業計画」を策定しまし
た。この計画をまとめた冊子は、5月以降に行政資
料室や公民館で閲覧できます。

問合せ高齢介護課へ内線1551
㉛狭山市長 仲川幸成

似顔絵・池原昭治氏

　

氏
神
様
の
春
の
例
祭
が
各
地
区
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、農
家
集
落
を

中
心
に
続
い
て
き
た「
講
」も
貴
重
な

年
中
儀
礼
の
一
つ
で
す
。我
が
家
は
、

代
々
に
わ
た
っ
て
榛
名
神
社
講
中
の

講
元
で
、型
は
変
化
し
た
も
の
の
、今

も
名
残
り
を
次
い
で
い
ま
す
。

　

北
入
曽
本
村
講
中
は
、講
員
約
70

戸
で
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。毎
年
４

月
に
入
る
と
、前
年
の
く
じ
引
き
で

決
め
ら
れ
た
代
参
人
４
名
が
神
社
へ

市
長
随
想

ま ち づ く りま ち づ く り
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　　　企業誘致…新規事業所6社が立地事業所6社が立地

企業立地に奨励金・優 遇制度をスタート遇制度をスタート
　市では、安定税収の確保と雇用の拡大を図るた市では、安定税収の確保と雇用の拡大を図るた
め、狭山市に立地を希望する企業への総合窓口とめ、狭山市に立地を希望する企業への総合窓口と
して、平成17年4月に「企業誘致推進課」を設置し、して、平成17年4月に「企業誘致推進課」を設置し、
企業の受け入れ態勢を整えてきました。そして4月か企業の受け入れ態勢を整えてきました。そして4月か
ら、市内で事業所を立地し、操業を開始した企業にら、市内で事業所を立地し、操業を開始した企業に
対して奨励金を交付する優遇制度を新たにスター対して奨励金を交付する優遇制度を新たにスター
トさせました。今月はその概要をお知らせします。トさせました。今月はその概要をお知らせします。

「
企
業
誘
致
推
進
課
」

設
置
か
ら
一
年

　

市
を
取
り
巻
く
厳
し
い
経
済
状
況
や

地
方
分
権
の
流
れ
の
中
で
、自
立
性
の

高
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
た

め
に
は
、地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
す
。市
で
は
、新
た
な
産

業
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
圏
央
道
狭

山
日
高
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
域

な
ど
に
企
業
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。企
業
誘
致
推
進

課
で
は
、市
内
外
の
企
業
を
訪
問
し
、企

業
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
な
が
ら
、立

地
に
関
す
る
相
談
を
は
じ
め
、多
く
の

企
業
と
面
談
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
、庁
内
の
関

係
課
に
よ
る
会
議
や
調
整
な
ど
を
経
て
、

３
月
ま
で
に
６
社
の
新
規
事
業
所
の
誘

致
や
立
地
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
４
月
か
ら

優
遇
制
度
を
ス
タ
ー
ト

　

市
で
は
、よ
り
多
く
の
企
業
立
地
を

促
進
す
る
た
め
、平
成
18
年
４
月
１
日

に「
狭
山
市
企
業
立
地
奨
励
金
等
交
付

要
綱
」を
施
行
し
、立
地
企
業
に
対
す
る

優
遇
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。同
様
の

制
度
は
多
く
の
自
治
体
で
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
が
、狭
山
市
の
場
合
、新
規
立
地

だ
け
で
な
く
事
業
所
の
増
設
も
対
象
と

し
て
い
る
の
で
、市
内
の
既
存
企
業
を

も
支
援
し
、市
全
域
で
の
産
業
振
興
を

目
的
と
し
て
い
る
こ
と
が
特
長
で
す
。



市長の主な動き

○3/1～ 22…第1回定例市議会
○3/2…白寿訪問 ○3/4…入間川
クリーン作戦 ○3/9…住宅協会
評議員会 ○3/10…白寿訪問、狭

山准看護学校卒業証書授与式 ○3/11…大規模消
防演習、茶の木賞・花いっぱいコンクール表彰式 ○
3/15…市立中学校卒業式 ○3/17…農業者家族経営
協定調印式 ○3/23…市立小学校卒業式 ○3/24…
狭山シニア・コミュニティ・カレッジ終業式 ○3/27
…定例庁議 ○3/30…埼玉県都市競艇組合議会定例
会 ○3/31…辞令交付式

参
拝
に
出
か
け
ま
す
。そ
し
て
、御
師

（
神
官
）の
家
か
ら
神
札
を
授
か
っ
て

帰
郷
し
、集
落
の
東
西
南
北
に「
風
雨

順
時
」、「
五
穀
豊
穣
」と
付
書
き
さ
れ

た
御
祈
祷
札
を
立
て
、各
戸
に
嵐
除

け
の
神
札
を
配
布
し
、講
金（
お
札
代
）

を
集
め
ま
す
。こ
の
70
戸
か
ら
集
め

る
講
金
で
、代
参
人
の
宿
泊
料
や
交

通
費
を
賄
う
の
で
す
。そ
し
て
、全
員

が
集
ま
っ
て
下
山
日
待（
榛
名
正
月
）

を
行
い
、次
年
度
の
代
参
の
く
じ
引

き
を
し
ま
す
。こ
の
こ
と
で
、17
・
18

年
に
一
度
、特
別
の
負
担
な
く
参
拝

と
旅
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

神
社
の
古
文
書
に
よ
る
と
、寛
政
８

年
、神
社
修
復
に
市
内
各
村
の
大
半
が

寄
附
を
し
て
お
り
、講
が
存
在
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。天
候
に
支
配
さ
れ
る

農
業
は
、神
頼
み
を
通
じ
、人
々
に
和

や
助
け
合
い
、旅
の
楽
し
さ
、団
結
を

も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

広報さやま 2006.4月号
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企業立地に奨励金・優 遇制度をスタート企業立地に奨励金・優 
市では、安定税収の確保と雇用の拡大を図るた

め、狭山市に立地を希望する企業への総合窓口と
して、平成17年4月に「企業誘致推進課」を設置し、
企業の受け入れ態勢を整えてきました。そして4月か
ら、市内で事業所を立地し、操業を開始した企業に
対して奨励金を交付する優遇制度を新たにスター
トさせました。今月はその概要をお知らせします。

新
し
い
制
度
の
内
容
は
？

　

制
度
の
柱
は
、立
地
し
た
事
業
所
の

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
に
課
税
さ
れ
た

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
５
年
間

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
企
業
立
地
奨

励
金
で
す
。そ
の
ほ
か
に
も
市
民
の
新

た
な
雇
用
に
対
す
る
雇
用
促
進
助
成
金

や
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
な
ど
の
設
置

に
対
す
る
環
境
保
全
施
設
設
置
助
成
金

な
ど
も
用
意
し
て
い
ま
す
。具
体
的
な

内
容
と
奨
励
金
な
ど
の
交
付
を
受
け
る

た
め
の
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
企
業
立
地
奨
励
金

　

立
地
し
た
事
業
所
の
土
地
・
家
屋
と
、

そ
の
事
業
所
で
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る

償
却
資
産
に
課
税
さ
れ
、納
め
て
い
た

だ
い
た
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税

の
½  
の
額
を
５
年
間
交
付
し
ま
す
。対

象
地
域
は
市
内
全
域
で
す
。

●
そ
の
他
の
助
成
金

雇
用
促
進
助
成
金
…
立
地
し
た
事
業
所

の
操
業
開
始
に
伴
い
、市
民
を
新
た
に

雇
用
し
た
場
合
に
、６
０
０
万
円
を
限
度

に
一
人
当
た
り
30
万
円
を
交
付
し
ま
す
。

環
境
保
全
施
設
設
置
助
成
金
…
リ
サ
イ

ク
ル
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
な
ど
、環
境
へ
の
負
荷
の
軽

減
に
資
す
る
設
備
を
設
置
し
た
場
合
に
、

３
０
０
万
円
を
限
度
に
設
置
に
要
し
た

費
用
の
½  
の
額
を
交
付
し
ま
す
。

水
道
利
用
加
入
助
成
金
…
事
業
所
の
立

地
に
伴
い
納
入
し
た
水
道
利
用
加
入
金

の
½  
の
額
を
３
０
０
万
円
を
限
度
に
交

付
し
ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
助
成
金
…
事
業

所
の
立
地
に
伴
い
、埋
蔵
文
化
財
の
発

掘
調
査
を
必
要
と
し
た
場
合
に
、３
０

０
万
円
を
限
度
に
調
査
に
要
し
た
費
用

の
½  
の
額
を
交
付
し
ま
す
。

●
奨
励
金
な
ど
の
交
付
を

 

受
け
る
た
め
の
主
な
要
件

・ 

立
地
し
た
事
業
所
が
次
の
い
ず
れ
か
の

事
業
用
と
な
る
こ
と
▼
製
造
業
▼
運
輸

業
▼
情
報
通
信
業
▼
自
然
科
学
研
究
所

・ 

立
地
し
た
事
業
所
の
延
床
面
積
が
１

千
㎡
以
上
か
、敷
地
面
積
が
２
千
㎡
以

上
で
あ
る
こ
と

・ 

立
地
し
た
事
業
所
の
常
時
雇
用
従
業

員
数
が
10
人
以
上
で
あ
る
こ
と

●
制
度
の
期
限 

平
成
23
年
３
月
31
日

市
の
経
済
を
支
え
る「
企
業
誘
致
」

　

市
で
は
、こ
の
制
度
を
多
く
の
企
業

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、市
内

で
の
設
備
投
資
の
促
進
、ま
た
、市
民
の

雇
用
機
会
を
生
み
出
し
、地
域
経
済
の

発
展
や
新
た
な
産
業
集
積
基
盤
の
形
成

の
推
進
を
目
指
し
ま
す
。「
市
民
の
生
活

の
基
盤
＝
市
の
経
済
」を
支
え
る
重
要

な
役
割
を
担
う
企
業
誘
致
に
、皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。今
後
も
、広
報

さ
や
ま
や
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
、企
業
誘
致
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
企
業
誘
致
推
進
課
へ

内
線
７
０
６
１


